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●
取
り
戻
せ
「
日
常
」
！

　

マ
ス
ク
着
用
が
３
月
13
日
以
降

は
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、
さ

ら
に
５
月
８
日
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が

５
類
感
染
症
に
変
更
と
な
り
ま
し

た
。
待
ち
に
待
っ
た
日
常
が
、
よ

う
や
く
戻
っ
て
き
ま
す
ね
。

●
対
面
事
業
の
尊
さ

　

思
い
返
す
と
令
和
２
年
２
月
以

降
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
に
翻
弄
さ
れ
、
私
た
ち
公

民
館
が
得
意
と
す
る
参
加
型
・
対

面
式
で
の
事
業
が
思
う
よ
う
に
実

施
で
き
ず
、
じ
く
じ
た
る
思
い
で

過
ご
し
た
三
年
間
で
し
た
。
や
が

て
対
面
で
の
事
業
実
施
が
可
能
に

な
り
、
マ
ス
ク
下
で
あ
っ
て
も
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
直
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
職
員

の
励
み
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
や
は
り
対
面
で
行
う
事
業
に

勝
る
も
の
は
な
い
、
と
し
み
じ
み

実
感
し
た
も
の
で
す
。

●
令
和
５
年
度
の
主
催
事
業
＆

　

50
周
年
記
念
事
業

　

今
年
度
の
小
櫃
公
民
館
は
、
前

年
踏
襲
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
内

容
を
吟
味
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

水
準
を
目
指
し
て
主
催
事
業
を
企

画
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
好
奇
心
を

刺
激
す
る
よ
う
な
事
業
を
目
指

し
、
職
員
一
同
工
夫
を
凝
ら
し
ま

す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
！　

　

ま
た
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年

に
小
櫃
公
民
館
が
開
館
50
周
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
中
に

記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
、
小
櫃
地
域
を
盛
り
上
げ
ま

す
！

　

４
月
１
日
よ
り
「
小
櫃
行
政
セ

ン
タ
ー
」
は
、「
小
櫃
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま

し
た
。

◆
業
務
時
間
：
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
（
祝
日
、
12
月
29
日
か
ら
1
月

3
日
を
除
く
） 

午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

　

主
な
業
務
内
容
は
今
ま
で
と
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
業
務
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
35
‐
３
１
１
１

～みなさんの笑顔が
　　　　私たちのエネルギー～

コロナを乗り越えて！

　

４
月
１
日
よ
り
小
櫃
公
民
館
で

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
石
井
武
亨
で
す
。

　

５
月
８
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
２
類
か
ら
５
類
に
な

り
、
公
民
館
事
業
を
実
施
し
て
い

く
上
で
の
制
限
が
か
な
り
緩
和
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年

度
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の
実
施
状
況
を

目
指
し
企
画
し
て
い
た
も
の
の
、

多
く
の
事
業
が
感
染
拡
大
に
よ
り

中
止
や
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
内
容
を
練

り
直
し
、
対
面
式
で
事
業
を
開
催

で
き
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
特

に
文
化
祭
で
は
、
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
や
、
地
域
の
学
校
の
参
加
も

あ
り
、
大
変
多
く
の
地
域
の
皆
さ

ん
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
開
催
予
定
で
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、「
小
櫃
ま
る
ご
と
博
物

館
」
の
関
連
事
業
と
し
て
地
域
学

習
講
座
「
小
櫃
学
―
親
子
で
巡
る

古
代
の
小
櫃
―
」
で
白
山
神
社
古

墳
、
戸
崎
古
墳
群
の
見
学
等
が
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
実
施

で
き
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
し

た
。
今
年
は
別
の
見
学
地
を
予
定

し
て
い
ま
す
。　

　

今
年
度
も
サ
ー
ク
ル
活
動
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
や
文
化
祭
等
で
の

発
表
の
場
面
を
増
や
し
、
ま
た
施

設
再
整
備
に
向
け
て
の
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
小
櫃
の
皆
さ
ん

に
理
解
を
賜
り
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
展
開

し
て
い
く
所
存
で
す
。
皆
さ
ん
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
拠
点
と
し
て
一
歩
前
に
進
む
公
民
館
活
動
を
目
指
し
て

地
域
の
拠
点
と
し
て
一
歩
前
に
進
む
公
民
館
活
動
を
目
指
し
て

君津市小櫃公民館

館長　石井 武
たけ

亨
ゆき

小櫃公民館　主な事業計画
「小櫃まるごと博物館」構想事業　（通年）　◆地域住民
地域資源の記録化と活用を通して地域を盛り上げます。

おびつスマイルサロン“いーね”　（毎月第3金曜） ◆地域住民

小櫃地区防災講座　（6月18日㈯）　◆地域住民

子育てサロン｢おびつな｣（7月～2月）　◆乳幼児とその保護者

趣味教養講座　（7月～10月（４回/年程度））　◆地域住民
公民館活動入門編！親しみやすいテーマで実施します。

高齢者学級「ほほえみ学級」（7月～3月）◆60歳以上の地域住民

子どもキャンプ　（7月22日㈯～23日㈰）　◆小学生

子どもひろば　（夏休み、冬休み）　◆小学生
体験学習の提供を通じて“子どもの居場所”をつくります。

おびつっ子チャレンジ　（9月～12月）　◆小学生
公民館ならではの様々な体験活動を提供します。

第49回小櫃地区文化祭（10月28日・29日開催予定） ◆地域住民

地域学習講座「小櫃学」　（11月25日㈯）　◆市民
「小櫃」にこだわり、地域の資源や文化を再発見できる機会を提供します。

おびつ里山コンサート　（12月頃）　◆市民

20歳のつどい　（1月7日㈰）◆旧小櫃中学校区の対象者

おしゃべりウォーク　（2月頃）　◆地域住民

おびつ地域ミニシアター　（随時）　◆地域住民
公民館職員があなたの地域へ出向いて映画会を実施します。

学びなおし事業「デジタル活用講座」（未定）　◆地域住民
これからの社会に必要とされるデジタル技術を学習します。

小
櫃
地
域
市
民

小
櫃
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
を

セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

千葉県立君津青葉高等学校
校　長　 吉田　敏

小櫃小学校
教　頭　 伊澤　善久

上総小櫃中学校
校　長　 栗原　朗

小櫃公民館
副館長　 藤平　裕子

①富津市の大貫です。

②ウォーキングと庭いじりです。四
季の変化を楽しんでいますが、夏の
雑草には困ってます。

③特にお薦めはありません。「この本読んでみよう」と思っ
た本を買って読んでいます。実際に読んでみると、その
時の自分の心情や思考が揺さぶられます。

④新型コロナウイルス感染症の影響により、約３年の制
限を受けましたが、これからはコロナ前のように多くの行
事を実施し、さらに生徒主体の活動を推し進めていこう
と考えています。落ち着いた学習環境が整った本校で、
これからの社会を担う生徒たちの心身の健康と正しい社
会性を育ませて参ります。ご支援ご協力をお願い申し上
げます。

①富津市出身です。

②野球観戦で千葉ロッテマリーンズ
を応援することと、音楽鑑賞で特に
ＢＵＭＰ ＯＦ ＣＨＩＣＫＥＮをよく聴いています。 

③下村湖人作『次郎物語』です。高校生で読み、とて
も感銘を受けました。ただ、話が途中で終わっているので、
その後どうなったのかを今でも想像することがあります。

④小櫃小の子どもたちと共に ｢笑顔いっぱい 元気いっぱ
い やる気いっぱい｣ に頑張っていき、学校と家庭、地域
で力を合わせて学校教育に携えたらなぁと思います。よ
ろしくお願いいたします。

①生まれは東京都杉並区ですが、中
学生から袖ヶ浦市奈良輪で育ちまし
た。今は木更津市畑沢に住んでいま
す。
②スポーツの試合観戦です。特に野球が好きで、シーズン
中はソフトバンクフォークスの試合をよくテレビ観戦しま
す。
③『人は話し方が９割』日頃からお話がもっと上手になりた
いなと思っていたところ、テレビ番組で紹介していたので
購入しました。発見や再確認ができましたが、上手くなった
かは不明です。
④「上総小櫃中学校の子どもたち一人ひとりの幸せ」のた
めに全力で教職員とともに取り組んでいきたいと考えて
おります。また、「子どもたちの健全な成長」には学校と保
護者や地域の方が連携を深め、協力しながら進めていくこ
とが肝要です。多くの大人の方の温かい心と温かい言葉
で子どもたちを守り、育てていきたいと思いますのでご支
援・ご協力の程、よろしくお願いいたします。

①富津市です。

②乗馬（馬場馬術）と馬のお手入れ、
和・洋菓子作り（食べるのは人任せ）、
読書、温泉巡り、器集め（ほぼ病気）。

③『戦艦武蔵』・『高熱隧道』・『冬の鷹』（吉村昭）：吉村
昭の作品はほぼ全部好きです。綿密な取材に基づいて
淡々とストーリーを展開しつつも、ぐっと胸に迫るポイン
トを押さえているところがたまりません。
　『十二国記』シリーズ（小野不由美）：特に戴国のシリー
ズが好きです。何回も読み返してその都度号泣していま
す。

④公私ともに自分が納得できる人生の選択をしていくこ
とです。

よ こ が お
この春、小櫃地区に
　　新しく着任された方に
インタビューをしてこれからの
　抱負などを伺いました。

①出身はどちらですか？　②趣味は何ですか？

③好きな本のタイトルとおすすめのポイントを教えてください。

④今後の抱負を教えてください。

質 問
項 目
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今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
、
各
地
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
旅
行
に
出
か
け
る
方

が
増
え
る
な
ど
大
い
に
に
ぎ
わ
い

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

普
通
の
日
常
が
も
ど
っ
て
、
久
方

ぶ
り
に
満
喫
し
た
人
が
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
公
民
館
の
職
員
も
異
動
が
あ

り
、新
た
な
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

館
報
「
お
び
つ
だ
よ
り
」
編
集
委

員
の
一
員
と
し
て
、
様
々
な
と
こ

ろ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
や
、

小
櫃
の
伝
統
・
文
化
や
新
し
い
取

り
組
み
な
ど
、
小
櫃
の
魅
力
を
届

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
勝
）

　

４
月
２
日
、飯
縄
神
社
（
末
吉
）

で
八
坂
大
神
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

早
朝
６
時
よ
り
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
10
時
よ
り
社
殿
に
て
宮

司
に
よ
る
祝の

り
と詞
奏そ

う

上じ
ょ
う、
氏
子
総
代

を
は
じ
め
自
治
会
役
員
、
消
防
代

表
、
同
盟
会
役
員
に
よ
る
玉た

ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん

が
行
わ
れ
た
あ
と
、
神み

こ
し輿
御み

魂た
ま

入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
境
内
で

の
神み

こ
し輿
渡と

御ぎ
ょ

の
あ
と
、
末
吉
自
治

会
館
ま
で
神
輿
を
運
び
、
直な

お

会ら
い

が

小
櫃
ま
る
ご
と

　
　
　
　
博
物
館

飯い

縄づ
な

神
社
の
八
坂
大お

お

神が
み

祭
礼

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飯
縄
神
社
は
、
明
治
時
代
に
神

仏
分
離
令
が
発
せ
ら
れ
る
ま
で

は
、
飯
縄
大だ

い

権ご
ん

現げ
ん

と
称
し
、
一
般

的
に
飯
縄
様
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
神
社
の
御
祭
神
は
保う

け

食も
ち

神
の
か
み

で
あ
り
、
稲
荷
の
神
と
同
一
で

す
。
江
戸
時
代
ま
で
の
飯
縄
権
現

の
名
称
は
、
こ
の
地
域
が
長
野
県

の
飯い

い

綱づ
な

山や
ま

山
頂
に
鎮
座
す
る
飯
縄

神
社
へ
の
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
飯
縄

信
仰
は
鎌
倉
時
代
以
降
か
ら
で
、

飯
縄
権
現
は
天
狗
の
尊
容
で
白
狐

に
乗
っ
た
形
で
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
飯
縄
」の
由
来
は
、「
飯い

い

砂ず
な

」（
飯

の
よ
う
に
食
用
と
な
る
砂
）
に
由

来
し
、
信
州
で
局
地
的
に
み
ら
れ

る
「
天
狗
の
麦
飯
」
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
凶
作
の
時
、
飯
縄
権
現

が
こ
の
飯
砂
を
配
り
人
々
を
救
っ

た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
よ
り
の
末
吉
の
社
殿

は
風
雪
に
耐
え
き

れ
ず
、
氏
子
崇
敬

者
の
浄
財
に
よ
り

平
成
21
年
３
月
に

現
在
の
社
殿
に
改

築
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
礼
の
様
子

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
の
ほ
か
公

民
館
ロ

ビ
ー
で

上
映
し

て
い
ま
す
。

▼
地
域
行
事
へ
の
撮
影
や
取
材
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
・
団
体
は

小
櫃
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

（
小
櫃
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
）

山　

本　

露
崎
　
久
善　

監　

事

西
原
一　

齊
藤
　
吉
彦　
　

西
原
二　

齊
藤
　
　
昇

賀
恵
渕　

座
間
　
文
義　

戸
崎
一　

地
曳
　
　
豊　

	

戸
崎
二　

齊
藤
　
隆
治　

戸
崎
三　

林
　
　
　
操

岩　

出　

齊
藤
　
重
徳

寺　

沢　

東
城
　
　
博　

会　

計

青　

柳　

安
藤
　
　
洋

箕　

輪　

佐
久
間
健
二

上
新
田　

牧
野
　
敏
明

俵　

田　

鈴
木
　
良
徳　

会　

長

末　

吉　

石
槗
　
義
夫

三　

田　

榎
本
　
邦
弘　

副
会
長

長
谷
川　

田
邊
　
克
巳　

監　

事

小
櫃
台　

江
澤
　
圭
一

（
教
育
委
員
）

教
育
委
員　

小
倉
　
洋
一　

俵
田

（
社
会
教
育
委
員
）

委　

員　

岡
部
佐
和
子　

西
原
一

（
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
）

委
員
長　

三
橋
　
一
文　

戸
崎
一

委　

員　

丸
山
由
起
子　

俵　

田

委　

員　

栗
原
　
　
朗
　
上
総
小
櫃
中

委　

員　

荒
井
　
文
雄　

山　

本　

（
小
櫃
の
元
気
な
こ
ど
も
を
育
て
る
会
）

会　

長　

安
藤
　
昭
雄　

俵
田

（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
小
櫃
支
部
）

会　

長　

飯
田
　
朝
夫　

箕　

輪

副
会
長　

手
島
　
定
雄　

長
谷
川

女
性
委
員
会
会
長

　
　
　
　

御
簾
納
絹
江　

山　

本

（
日
赤
奉
仕
団
小
櫃
分
団
）

分
団
長　

塩
田
美
和
子　

戸
崎
二

副
分
団
長　

渡
辺
　
文
子　

三　

田

（
小
櫃
保
育
園
保
護
者
会
）

会　

長　

村
川
　
裕
香

（
小
櫃
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

会　

長　

飯
田
　
照
夫　

俵　

田

副
会
長　

平
田
　
正
典　

寺　

沢

副
会
長　

奥
倉
　
ま
ゆ　

箕　

輪

副
会
長　

石
山
　
　
恵　

長
谷
川

（
上
総
小
櫃
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

会　

長　

篠
田
　
　
徹　

三　

田

副
会
長　

関
根
　
清
美　
久
留
里
地
区

副
会
長　

藤
田
ま
ゆ
子　
松
丘
地
区

副
会
長　

鈴
木
　
直
子　
亀
山
地
区

（
小
櫃
地
区
青
少
年
相
談
員
）

会　

長　

前
田
　
修
司　

末　

吉

副
会
長　

松
本
　
昌
之　

青　

柳

（
消
防
団
）

副
団
長　

栁
井
　
明
良　

末　

吉

第
４
支
団
長　

石
川
　
祐
介　

俵　

田

副
支
団
長　

渡
辺
　
俊
雄　

三　

田

副
支
団
長　

田
中
　
泰
貴　

西　

原

支
団
付
部
長　

鳥
海
　
靖
友　

寺　

沢

支
団
付
部
長　

増
田
　
友
和　

俵　

田

支
団
付
部
長　

本
橋
　
一
也　

西　

原

第
26
分
団
長　

森
　
　
将
紘　

戸　

崎

第
28
分
団
長　

篠
宮
　
正
訓　
木
更
津
市

（
小
櫃
地
区
民
生
児
童
委
員
）

会　

長　

吉
野
　
國
雄　

長
谷
川

副
会
長　

川
名
　
　
馨　

賀
恵
渕

副
会
長　

齊
藤
卯
女
子　

西　

原

（
主
任
児
童
委
員
）

　
　
　
　

小
泉
　
正
枝　

末　

吉

　
　
　
　

小
沢
　
行
江　

戸
崎
二

（
小
櫃
振
興
会
）

会　

長　

栁
井
　
範
佳　

末　

吉

副
会
長　

長
谷
川
継
夫　

戸
崎
二

（
小
櫃
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

会　

長　

長
谷
川
勝
之　

賀
恵
渕

副
会
長　

齊
藤
　
勝
幸　

箕　

輪

（
交
通
安
全
協
会
小
櫃
支
部
）

支
部
長　

時
田
　
秋
彦　

山　

本

（
防
犯
協
会
小
櫃
支
部
）

支
部
長　

栁
井
　
範
佳　

末　

吉

副
支
部
長　

粕
谷
喜
久
夫　

三　

田

副
支
部
長　

山
田
　
高
志　

長
谷
川

副
支
部
長　

宮
崎
　
洋
史　

戸
崎
三

（
君
津
市
体
育
協
会
小
櫃
支
部
）

支
部
長　

三
橋
　
一
文　

戸
崎
一

―
活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

吉
田　

小
櫃
小
学
校
で
、
毎
週
火
曜

日
の
朝
読
の
時
間
に
10
分
間
の
読
み
聞

か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
期
末
に
は

「
お
話
の
森
」
と
い
う
授
業
の
中
で
、

季
節
に
あ
っ
た
本
や
詩
の
読
み
聞
か
せ

を
し
た
り
、
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
保
育
園
や
中
学
校

で
も
定
期
的
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い

ま
す
。

―
ブ
ッ
ク
マ
マ
の
始
ま
り
は
？

　

監
物　

私
は
23
年
前
、
千
葉
市
か
ら

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
千
葉
市
で
は

読
み
聞
か
せ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
我
が
子
が
入
学
す
る
小
櫃

小
学
校
に
は
そ
の
文
化
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
な
い
の
な
ら
自
分
で
始
め
て

み
よ
う
と
思
い
、
校
長
先
生
に
直
談
判

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
誰
か
に
本

を
読
ん
で
も
ら
え
る
、
読
み
聞
か
せ
の

温
か
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
原
動
力
で
し
た
。

―
皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
想
い
で
こ

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

関
谷　

本
の
中
で
子
ど
も
た
ち
に

色
々
な
経
験
を
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
空
を
飛
ん
だ
り
、
恐
竜
に
な
っ
た

り
、
絵
本
を
通
し
て
様
々
な
世
界
を
学

ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
読
み
聞
か
せ
を

習
慣
化
す
る
こ
と
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
の

あ
る
長
い
物
語
を
楽
し
め
る
力
を
つ
け

て
あ
げ
た
い
で
す
。

　

吉
田　

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
だ
っ

た
ら
選
ば
な
い

よ
う
な
本
を
あ
え

て
読
ん
で
あ
げ
る

こ
と
で
、
選
択
肢

や
興
味
の
幅
を
広

げ
ら
れ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
監
物　

細
か
く
ル
ー
ル
が
決
ま
っ

て
い
る
学
校
生
活
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
が
自
由
に
声
を
出
し
た
り
笑
っ

た
り
…
。
読
み
聞
か
せ
の
時
間
は
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ほ
し
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

本
忠　

大
人
に
な
っ
た
と
き
、
一

人
で
も
多
く
の
子
が
、
本
を
手
に

取
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
も
ら
え
た

ら
嬉
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
中

に
、
い
つ
か
芽
生
え
る
タ
ネ
を
植
え

て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

―
活
動
し
て
い
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と

は
な
ん
で
す
か
？

　

本
忠　

あ
る
時
、
小
学
校
で
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
受
け
た
20
歳
の
子

に
偶
然
再
会
し
ま
し
た
。
そ
の
子
が

ブ
ッ
ク
マ
マ
を
覚
え
て
い
て
、
絵
本

の
時
間
が
楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
く

れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。

―
ブ
ッ
ク
マ
マ
か
ら
皆
さ
ん
へ

　「おびつびと」では小櫃地区に在住で、特技や好きなこと
に取り組んでキラキラと輝いている人にインタビューをし
ています。
　今回は小櫃の子どもたちに本の読み聞かせをしている
ブックママの吉田さやかさん、関谷英美さん、監物照子さん、本忠順子さんにお話を伺いました。

　

吉
田　

私
た
ち
の
活
動
を
受
け

入
れ
て
く
れ
る
地
域
、
先
生
方
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
次
の
世
代
で

も
こ
の
活
動
は
ず
っ
と
続
い
て
ほ

し
い
の
で
常
時
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
！

　

監
物　

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感

じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
難
し

い
こ
と
は
な
く
て
誰
で
も
で
き
ま

す
よ
。

　

本
忠　

無
理
の
な
い
範
囲
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
過
ご
す
絵
本
の
時
間
は

す
ご
く
楽
し
い
で
す
よ
。

　

関
谷　

と
に
か
く
子
ど
も
た
ち

の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
元
気
を
も
ら

え
ま
す
。
と
っ
て
も
楽
し
い
の
で

ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

　

ご
連
絡
は
小
櫃
公
民
館
ま
で
！読み聞かせの様子（小櫃小学校）

編

集

後

記

【
退
任
】お
世
話
に
な
り
ま
し
た

館　

長　

田
村　

正

副
館
長　

榎
本　

倫
代

用
務
員　

飯
田　

安
江

【
転
出
】お
世
話
に
な
り
ま
し
た

主
任
主
事　

佐
々
木　

貴
博

（
福
祉
部
高
齢
者
支
援
課
へ
）

【
着
任
】よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

館　

長　

石
井　

武た
け

亨ゆ
き

（
前
君
津
市
立
上
総
小
学
校
校
長
）

副
館
長　

藤
平　

裕
子　

（
周
西
公
民
館
よ
り
）

主　

事　

島
津　

愛ま

広ひ
ろ　

（
市
民
生
活
部
市
民
活
動
支
援
課

よ
り
）

用
務
員　

反
町　

磨
希

職
員
の
紹
介

職
員
の
紹
介

（左から）田丸、島津、石井館長、
藤平副館長、反町、會澤

令和5年度

各
種
団
体
役
員・委
員
紹
介

左から関谷さん、吉田さん（代表）、
監物さん、本忠さん

（敬称略）


